
各支部掲示板
埼玉放射線・Vol.65　No.3　2017

巻

頭

言

会

告

お
知
ら
せ

連
載
企
画

各

支

部

掲

示

板

誌
上
講
座

求

人

コ
ー
ナ
ー

学
術
大
会

議

事

録

学
術
大
会

優

秀

賞

会

員

の

動

向

総
会
資
料

役
員
名
簿

新

役

員

あ
い
さ
つ

Ｆ

Ａ

Ｘ

申

込

書

本

会

の

動

き

年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

各
支
部
勉

強
会
情
報

373  （119）

第一支部

第一支部情報

（ 1 ）予定
　ア．浦和区健康まつり 2017
　　（ア）日時：平成 29 年 11 月 5 日（日）10：00 〜 15：00
　　（イ）場所：浦和コミュニティセンター

　イ．支部合同勉強会
　　（ア）日時：平成 29 年 11 月 18 日（土）
　　（イ）場所：四季の湯温泉ホテルヘリテイジ
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第二支部

1．  製品紹介　「フィリップス MRI の最新情報」 
フィリップスエレクトロニクスジャパン　宮本　慎也

　　  　フィリップスエレクトロニクスジャパンの数ある MRI アプリケーション中から「ITEM2017 報告」
と題して、2 つの最新技術が報告された。

 画像提供：フィリップスエレクトロニクスジャパン　宮本さま

1）Compressed SENSE
　フィリップス社が RSNA2016 で紹介した Compressed SENSE は、圧縮センシング（Compressed 
sensing：CS）と dS SENSE を融合した新しい高速撮像技術である。
　CS は可能な限り少ない疎のデータから画像を復元する処理技術で、その処理方法にはデータの「ス
パース（疎）性」「ランダムサンプリング」「ノイズ除去のための繰り返し計算」が重要とされている。
MRI 画像は k-space データをサンプリングし画像構成を行うが、その性状・処理方法が CS に適応されや
すいとされている。
　dS SENSE は、フェイズドアレイコイルの各素子の感度情報を利用した SENSE 法に、フィリップス社
が業界でいち早く導入したデジタルコイルによって改良された高速撮像法である。この技術は、従来法の
SENSE の欠点である SNR の低下とアーチファクト出現を改善しているため、CS のような k-space デー
タの間引き処理にさらなる効果を発揮すると思われる。
　Compressed SENSE は、CS と dS SENSE を組み合わせることにより 2D・3D シーケンスの両方で時
間短縮が可能であり、軟部組織から MRA まで幅広い領域に対応している。特に、データ容量の多い 3D
シーケンスでの効果が高いことは、時間短縮に大きく寄与すると推測される。
　フルデジタル MRI 装置で稼働する Compressed SENSE の特記すべき点は 1.5T と 3T の両方の装置に
対応しているところである。

平成 29 年度第 1 回第二支部勉強会　座長抄録
防衛医科大学校病院　近藤　忠晴
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引用文献
増井孝之，三好光春他：圧縮センシング−臨床 MRI 検査への応用．INNERVISON（29・9）2014. 61 − 63
町田好男 , 齋藤俊輝：圧縮センシング（CS）MR イメージング−情報技術による新しい高速撮像法−．
INNERVISION（28・9）2013．

2）Amide Proton Transfer （APT） Imaging
　APT Imaging は MRI に よ る 分 子 イ メ ー ジ ン グ で あ り、 生 体 内 で 生 じ る Chemical Exchange 
Saturation Transfer（CEST）現象を画像化したものであり、生体内では有機化合物である Amide を対
象としたものが臨床応用に近いといわれている。CEST は対象組織内のプロトンと水（バルク水）のプロ
トンの間で交換が起こる現象であり、脳腫瘍の鑑別や超急性期脳梗塞、放射線治療後の壊死や腫瘍再発の
有無といった症例への応用が検討されている。
　APT Imaging の原理は対象組織内のプロトンの信号を抑制する飽和パルスを選択的に印可し、そのプ
ロトンが水（バルク水）に移り信号低下した状態を撮像する。この選択的飽和パルスを連続的に変化させ
て、水（バルク水）の信号変化をプロットし z- スペクトルという信号低下曲線を得ることで、MRI では
直接観察できなかった低濃度化合物を間接的に評価する。
　当院では、MRI による脳腫瘍の鑑別に MR spectroscopy などが用いられているが診断に苦慮するケー
スもあるようである。今後は、APT Imaging の登場により MRI の新たな展開を期待している。

引用文献
栂尾理，吉浦敬他：脳腫瘍の amide proton transfer（APT）イメージング．INNERVISON（27・9）
2012. 29 − 32

2．  一般研究　　MRI 担当　座長　防衛医科大学校病院　近藤　忠晴 
「  フィリップス 3.0T MRI の使用経験」　In-Bore Solution の紹介 

フィリップスエレクトロニクスジャパン　宮本　慎也

　今回紹介していただいたフィリップス社の「In-Bore Solution」は、医療機関向けライティングソリュー
ションであり、患者さまが検査室内に投影される映像と音楽を楽しみながら MRI 検査を受検できる環境
改善ツールである。
　FPD の登場や CT の多列化により放射線領域の検査の短時間化は目覚ましい。MRI 装置の高速撮像も
進化しているがそれをも上回る多彩なシーケンスの登場により実際の検査時間は従来と大きな変化がない
のが現状である。MRI 検査時の「狭い」「長い」「うるさい」の 3 大悪をいかに軽減できるかが画質改善
と患者さまの負担軽減につながる。
　「In-Bore Solution」により、下記の課題が改善できるとフィリップス社の HP に掲載されている。
・映像と音楽でリラックスした環境で検査を受けることが可能
・検査時の不安とそれにより発生する不意の挙動による再撮影の低減
・検査を受けた患者さまとそこで働くスタッフの体験が他施設との差別化になり、結果、患者数の増加と
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検査自体のスループット向上に貢献

 画像提供：フィリップスエレクトロニクスジャパン　宮本さま

　平成 29 年度第 1 回勉強会の一般研究セッションにおける、埼玉医科大学病院 堀切 直也 氏による「散
乱線補正処理を用いた画像の物理評価と視覚評価」の座長を務めさせていただいた。本演題は、平成 28
年に埼玉県で開催された関東甲信越診療放射線技師学術大会において、堀切氏が発表を行ったものを改編
していただき、散乱線補正処理の原理などを付け加えてより詳しく解説していただいた。近年では散乱線
除去グリッドを用いない散乱線補正処理が普及されてきているが、適切な運用方法等多くの課題が挙げら
れている。学術大会の DR セッションにおいても、多くのユーザーが注目し近年の DR で最も勢いのある
分野であるといえる。
　今回の発表では、散乱線補正処理使用時における CNR・IQF・MTF・NNPS・DQE による物理評価に
加え、視覚評価も併せて行うことにより、散乱線補正処理の適切な運用方法の検討が行われた。胸部及び
腹部条件下では、実グリッド画像に比べ、散乱線補正処理画像でより高い物理評価の結果が得られた。ま

座長集約
埼玉県済生会川口総合病院　森　一也
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　平成 29 年度第 1 回勉強会第 3 セッション「X 線検査」では、所沢ハートセンターの柴俊幸先生を講師
に迎え、『Q ＆ A でステップアップ〜あなたの疑問はみんなの疑問？〜』というタイトルで発表していた
だきました。本セッションは 4 月ということで、新人や先輩となった若手技師が抱きやすい悩みや疑問に
対し、回答することをコンセプトとしました。一つ目の最初の疑問は「診療放射線技師として業務を行う
ために必要な知識をどのように養っていくべきか？」についてで、まずは異常所見を見分けるために正常
解剖・画像解剖を学習する。次に病気や疾患の鑑別方法を知り、鑑別に必要な検査方法（造影技術・理論）
を検査目的に合わせて選択する能力を養う。その後、実際に検査を行った結果から復習を行っていくこと
が重要であります。柴先生の実体験も添えられており、大変理解しやすく、即実践に移せる内容でした。
　2 つ目は「臨床の画像診断に、機器の原理や画像特性の知識は必要であるか？」という疑問に対して回
答していただきました。機器の原理や画像特性ついては、さまざまな参考書などで冒頭に述べられていま
す。しかし、理解するのは難しく、どのように臨床に活用しているか知ることが重要であるという点が焦
点となりました。柴先生には、画像再構成関数や空間周波数曲線の見かたなどの原理を、実際の臨床画像
と併せて分かりやすく説明していただき、臨床で有用な画像を提供するには、機器の原理や画像特性を理
解することが大切であると再認識させていただきました。
　検査を行っていく上で、正常解剖・画像解剖や病気についての知識、さらには機械の原理や検査方法な
ど多くのことをわれわれ診療放射線技師は学習する必要がありますが、勉強方法は自身や自施設での学習
だけでなく、他者の解釈や知識を学ぶことができる外部の勉強会を有効に活用することも大切であると分
かりました。本セッションは、私も含め、参加者にとって理解が深まる、大変有意義な時間となったと思い
ます。
　今後、私も柴俊幸先生のように若手技師の方が参加したくなるような勉強会に携われるよう邁進したい
と思います。
　最後に、本セッション開催に当たり、未熟な私に座長を託していただきました、大西支部理事、および
第二支部役員の皆さまに厚くお礼申し上げます。

た視覚評価においても散乱線補正処理画像でより高い視認性が得られた。IQF の結果より、散乱線補正
処理画像では、実グリッド画像に比べ、胸部撮影で約 17% の線量低減、腹部撮影で約 14% の線量低減が
可能であることが考察された。今回の発表では、リミテーションとして PMMA やバーガーファントムな
どのファントム画像を用いた評価による考察や、散乱線補正処理の臨床条件との違いが挙げられる。今後
は今回の結果を基に、臨床に近い条件での評価やより信頼性の高い視覚評価の選択等、散乱線補正処理の
最適な運用法についてさらなる検討を行っていただきたい。
　今回の発表を通じて、適切な散乱線補正処理の活用方法の一助となることを期待したい。また多くのこ
とに疑問を抱き、疑問点を解消するため日々研究に挑戦している堀切氏の発表は、聴講していた若手技師
の刺激になったのではないかと思う。

座長集約 3）X 線検査
上尾中央総合病院　内田　瑛基
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第三支部だより 
 

       

第三支部理事 渡部 進一 
退任のあいさつ 

拝啓  
会員の皆さまにおかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げま

す。 
このたび、6 月 18 日（日）に行われた定期総会を機に、支部理事を退任させ

ていただきました。 
平成 26 年度から 28 年度までの 3 年間の就任でしたが、在任中は、埼玉県診

療放射線技師会の役員、委員会、また関係者の皆さまをはじめ多くの会員の方々

の温かいご指導とご支援、ご協力をいただきました。特に、平成 28 年に行われ

た関東甲信越診療放射線技師学術大会では、皆さまからも親しく意見をお伺い

でき、私の支部理事としての取り組みに大いに参考にさせていただきました。

これまでにお世話になった方々には心から感謝し厚くお礼申しあげます。 
今後は新理事に就任しました山岸氏のもとこれまで以上に展開されますこと

を熱望しています。結びに当たり、皆さまのますますのご健勝を祈念し退任挨

拶と致します。ありがとうございました。 
敬具 

 
【平成 29 年度 活動予定】 
 
・平成 29 年度第 1 回勉強会 
  日時：平成 29 年 6 月 23 日（金） 19：00～ 
  場所：ウェスタ川越 2 階 会議室 1（川越市新宿町 1 丁目 17-17） 
  内容：別途 HP をご参照ください 
 
・納涼会 
  日時：平成 29 年 7 月 22 日（土）  

場所：詳細は決まり次第ホームページにアップします。 
   
・リレー・フォー・ライフ・ジャパン 2017 川越 
  日時：平成 29 年 9 月 16 日（土）、17 日（日） 

第三支部
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  場所：川越水上公園 芝生広場 
 
・ボーリング大会 
  日時：平成 29 年 10 月 13 日（金）  

場所：詳細は、決まり次第ホームページにアップします。 
 

・第 31 回川越市健康まつり 
  日時：平成 29 年 10 月 29 日（日） 10：00～15：00  
  場所：ウェスタ川越    

開催概要について詳細は未定 
  
＊今後の活動・お知らせの詳細は、第三支部ホームページをご覧ください 

https://saitama3shibu.jimdo.com/ 
 

第三支部だより 
 

       

第三支部理事 渡部 進一 
退任のあいさつ 

拝啓  
会員の皆さまにおかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げま

す。 
このたび、6 月 18 日（日）に行われた定期総会を機に、支部理事を退任させ
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平成 26 年度から 28 年度までの 3 年間の就任でしたが、在任中は、埼玉県診
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の温かいご指導とご支援、ご協力をいただきました。特に、平成 28 年に行われ

た関東甲信越診療放射線技師学術大会では、皆さまからも親しく意見をお伺い

でき、私の支部理事としての取り組みに大いに参考にさせていただきました。

これまでにお世話になった方々には心から感謝し厚くお礼申しあげます。 
今後は新理事に就任しました山岸氏のもとこれまで以上に展開されますこと

を熱望しています。結びに当たり、皆さまのますますのご健勝を祈念し退任挨

拶と致します。ありがとうございました。 
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【平成 29 年度 活動予定】 
 
・平成 29 年度第 1 回勉強会 
  日時：平成 29 年 6 月 23 日（金） 19：00～ 
  場所：ウェスタ川越 2 階 会議室 1（川越市新宿町 1 丁目 17-17） 
  内容：別途 HP をご参照ください 
 
・納涼会 
  日時：平成 29 年 7 月 22 日（土）  

場所：詳細は決まり次第ホームページにアップします。 
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第四支部

　平成 29 年 6 月 2 日（金）、深谷グランドホテルで、深谷赤十字病院　清水文孝氏の公衆衛生事業功労者
厚生労働大臣表彰の祝賀会が執り行われました。祝賀会には、院内・第四支部・清水氏と親交の深い方々
含め、約 190 人もの出席者が集まり、盛大な祝賀会となりました。
　華やかな会場の中、多くの方からのご祝辞、清水氏のあいさつ、花束・記念品の贈呈が行われ、笑顔の
溢れた祝賀会となりました。
　第四支部所属 清水氏の表彰は、同支部会員の喜びでもあります。
　このたびは誠におめでとうございました。

公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表彰　祝賀会報告

第四支部　柏瀬　義倫・齋藤　幸夫

表彰状

190 人集まりました

会長あいさつ

清水氏あいさつ
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　平成 29 年 3 月 25 日（土）、マロウドイン熊谷で、羽生総合病院　長谷川英治氏の公衆衛生事業功労賞
を祝う会が行われました。長谷川氏と関わりの深い約 90 人の方々が出席され、盛大な祝賀会となりまし
た。
　華やかな会場の中、多くの方々からのご祝辞、長谷川氏ご本人のあいさつ、花束贈呈、余興でのユニー
クなパフォーマンスなどが行われ、会場全体が笑顔に包まれました。
　また、羽生総合病院放射線科の皆さまによる「恋ダンス」のサプライズムービーが流れ、会場は大いに
盛り上がりました。
　第四支部所属 長谷川氏の表彰は同支部会員の喜びでもあります。
　このたびは誠におめでとうございました。

公衆衛生事業功労賞を祝う会　報告

第四支部　齋藤　幸夫・萩原　貴之



各支部掲示板
埼玉放射線・Vol.65　No.3　2017

382  （128）

　平成 29 年 6 月 4 日（日）　「第 20 回　秩父市保健センターまつり」が、秩父市保健センターで開催され
ました。埼玉県診療放射線技師会第四支部は秩父郡市の診療放射線技師の方々とともに参加してイベント
を盛り上げてきました。当日は初夏のすがすがしい陽気と澄み渡る青空の下、天候に恵まれた開催とな
り、健康相談や体力測定など、健康に関わる催しのほか、屋外でも秩父屋台ばやしの演奏やさまざまな出
店で賑わいを見せていました。
　第四支部では「パネル展示」「骨密度測定」「放射線相談」「WS 機器展示」「スーパーボールすくい」を
企画しました。主催側の企画により、同一フロアに血管年齢測定コーナーと管理栄養士による栄養相談の
コーナーが設置され、血管年齢測定→骨密度測定→栄養相談へご案内するように、他団体との連携をはか
りながら、最後まで行列が途切れないほど好評のうちに終了しました。最終的に骨密度測定、医療画像展
に約 300 人、スーパーボールすくいに 150 人、被ばく相談に 1 人の来場があり、多くの方々がお越しくだ
さいました。
　イベントの参加は市民とのふれあいの場、診療放射線技師を知ってもらう良い機会であるとともに、地
域の医療関係者や診療放射線技師同士の交流の場になっています。
　今後も継続して参加し診療放射線技師という職種や技師会の活動について PR できればと思います。
　実行委員の皆さん、ご協力いただいたメーカー様大変お疲れさまでした。

秩父市保健センターまつり　実行委員
会員名 施設名 会員名 施設名

齋　藤　幸　夫 深谷赤十字病院 豊　田　　　薫 小鹿野中央病院
清　水　浩　和 熊谷総合病院 旭　　　拓　也 秩父病院
大　野　　　渉 羽生総合病院 新　井　孝　史 皆野病院
萩　原　貴　之 行田中央総合病院 阿佐美　裕　史 皆野病院
新　井　偉　生 東松山市立市民病院 三　上　紀　之 皆野病院
高　井　太　一 小川赤十字病院 勅使河原　真由美 秩父臨床医学研究所
横　田　文　克 秩父市立病院

協　力
コニカミノルタヘルスケア（株）　　本　多　さま

第 20 回　秩父市保健センターまつり　参加報告

第四支部　横田　文克・齋藤　幸夫
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朝から盛況

骨密度測定

スーパーボールすくい

快　晴

パネル・機器展示

皆さまお疲れさまでした
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第五支部

第五支部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

10/8 越谷市民祭りに参加します 

 
情報交換会以外でもご意見ご提案があれば気軽にご連絡ください 

 

地区の活動にご協力いただける方からのご連絡待っております。 

下記でもご案内をしております。 

http://sart-daigoshibu.jimdo.com/ 

 

情報交換会   

場所      春日部市民活動センター〔ふれあいキューブ〕 

7 月 27 日 １９：００～(予定） 

8 月 24 日 １９：００～(予定） 

      詳しくは、SART の HP などでご案内致します。 

（気軽にご来場していただいてご意見などお伺いできれば幸いです） 

 

テーマなど皆さんのご意見をお待ちしています。 

ご参加ご協力をお願い致します。 

 

第五支部理事 矢崎 (i-yazaki@sart.jp) 
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第六支部
 

 
 
巻頭言  

何を重視して働くか 

          JCHO さ い た ま 北 部 医 療 セ ン タ ー  

倉 内  克 憲  

 

 仕 事 の 早 さ や 効 率 の 良 さ 、 丁 寧 さ や 正 確 性 は 、 ど れ も 働 く 上 で 必 要 な 要 素

で す 。 も ち ろ ん そ れ ら 全 て の 能 力 を 兼 ね 備 え て い る こ と が 理 想 で は あ り ま す

が 、 私 自 身 ま だ ま だ 未 熟 な も の で 、 理 想 通 り に は い か な い 状 況 が 多 々 あ り ま

す 。  

 私 は 診 療 放 射 線 技 師 に な っ て 約 10 年 た ち ま し た が 、働 き 始 め の 頃 か ら 意 識

の 持 ち よ う と し て 、 ス ピ ー ド や 効 率 の 良 さ を 最 も 重 視 し て 働 い て き ま し た 。

も ち ろ ん 丁 寧 に 仕 事 を し て い な い と い う つ も り は あ り ま せ ん が 、 時 間 に 追 わ

れ る 事 や 患 者 さ ま を 待 た せ る と い う 事 を 非 常 に 嫌 が っ て し ま う 部 分 が あ る た

め か 、 ど ち ら か と い え ば 丁 寧 さ よ り も ス ピ ー ド を 重 視 し て 働 い て い た 気 が し

ま す 。 患 者 満 足 度 と い う 事 を 考 え て も 、 よ り 多 く の 患 者 さ ま を 効 率 良 く 検 査

し て 、 少 し で も 早 く 画 像 を 医 師 の 元 へ 届 け る こ と が 患 者 さ ま の 満 足 に 繋 が る

と 思 っ て 働 い て き ま し た 。  

 た だ 最 近 で は 、 丁 寧 さ や 正 確 性 を 第 一 に 重 視 す る 方 が 、 診 療 放 射 線 技 師 と

し て よ り 良 い 働 き が で き る の で は な い か と 感 じ て い ま す 。 ス ピ ー ド を 第 一 に

考 え て し ま う と 、 そ の 時 に 余 裕 が あ る か な い か で 、 仕 事 の ク オ リ テ ィ が 一 定

で は な く な る 可 能 性 が 考 え ら れ ま す 。 患 者 満 足 度 と い う 点 で は 、 不 安 な 気 持

ち を 取 り 除 き 安 心 さ せ る 事 が 疎 か に な っ て い た 時 も あ る と 思 い ま す 。こ の 先 、

診 療 放 射 線 技 師 と し て 更 な る ス テ ッ プ ア ッ プ を 目 指 す の で あ れ ば 私 自 身 は そ

の 丁 寧 さ の 質 を 上 げ な け れ ば い け な い と 考 え て い ま す 。  

 仕 事 の 早 さ や 効 率 は 確 か に 重 要 な 要 素 で 、 ス ケ ジ ュ ー ル が 遅 れ て し ま っ て

は い ろ い ろ 支 障 を き た す と 思 い ま す 。 し か し 、 だ か ら と い っ て 雑 に 仕 事 を こ

な し て は 質 が 低 下 し て し ま う 恐 れ が あ り ま す 。 そ の 辺 り の バ ラ ン ス を 取 る こ

と は 中 々 難 し い こ と で す が 、 置 か れ て い る 自 分 の 状 況 を 把 握 し な が ら 、 意 識

下 で は 丁 寧 さ や 正 確 性 を 第 一 に 考 え 働 い て い き た い で す 。  

 そ の た め に は 自 分 の 知 識 が 十 分 で な け れ ば 、 丁 寧 で 確 実 な 仕 事 も 効 率 の 良

い ス ピ ー デ ィ ー な 仕 事 も で き な い と 感 じ て い る の で 、 こ れ か ら さ ら に 知 識 を

磨 い て 理 想 の 働 き 方 に 少 し で も 近 づ け る よ う に 日 々 精 進 し て い き た い と 思 い

ま す 。  

埼 玉 県 診 療 放 射 線 技 師 会  

第 六 支 部  

1 .巻 頭 言  倉 内  克 憲  

2 .六 支 部  第 1 回 定 期 講 習 会 報 告  

3.平 成 29 年 度  納 涼 会  案 内  

4 .平 成 29 年 度  新 役 員 就 任 挨 拶  
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平成 29 年度第 1 回定期講習会集約  

 

彩 の 国 東 大 宮 メ デ ィ カ ル セ ン タ ー 放 射 線 科  茂 木 雅 和  

 
 

 埼 玉 県 診 療 放 射 線 技 師 会 第 六 支 部 の 平 成 2 9 年 度 第 1 回 目 と な る 定 期 講 習 会

が 、 去 る 平 成 2 9 年 5 月 1 8 日 （ 木 ） に 、 さ い た ま 赤 十 字 病 院 で 開 催 さ れ た 。

今 回 、 さ い た ま 赤 十 字 病 院 は 新 規 移 転 後 初 め て の 定 期 講 習 会 開 催 で あ っ た た

め 、遅 い 時 間 に も か か わ ら ず 4 6 人 の 方 々 が 参 加 さ れ た 。以 下 に 僭 越 で は あ る

が 内 容 を 述 べ さ せ て い た だ く 。  
 平 成 2 7 年 6 月 7 日 に『 最 新 の 国 内 実 態 調 査 結 果 に 基 づ く 診 断 参 考 レ ベ ル（ 以

下 、D R L ( s )）の 設 定 』が 報 告 さ れ て か ら 、早 2 年 余 り と な る 。そ れ 以 降 、数 々

の 勉 強 会 や セ ミ ナ ー な ど で D R L ま た は D R L s の 内 容 や 適 性 被 ば く 線 量 の 講

演・講 義 が 組 ま れ て き た 。今 回 、埼 玉 県 診 療 放 射 線 技 師 会 公 益 委 員 会（ 以 下 、

公 益 委 員 会 ）の 方 々 の お 力 添 え の も と 、第 6 支 部 で も D R L に 関 す る 学 術 講 演

を 開 催 す る 運 び と な っ た 。 勘 違 い し て は い け な い D R L の 基 本 的 事 項 は 、『 線

量 限 度 や 線 量 拘 束 値 の よ う な 制 限 値 で は な い 』 と い う 事 で あ る 。 D R L が 報 告

さ れ た か ら そ の 線 量 以 下 で 撮 影 す れ ば 大 丈 夫 、 と い う よ う な 考 え 方 は ナ ン セ

ン ス で あ っ て 、 各 自 施 設 で 現 在 行 わ れ て い る 線 量 が 果 た し て 他 施 設 と 比 較 し

た 場 合 に ど の く ら い に 当 た る の か 、 そ の 参 考 と し て 用 い ら れ る の が 適 切 で あ

る と し て い る 。 こ の 集 約 の 読 者 は 大 体 理 解 さ れ て い る と 思 わ れ る が 、 再 確 認

の た め に 記 述 さ せ て い た だ い た 。  
 埼 玉 県 は 、 上 尾 中 央 総 合 病 院 を は じ め と し て 医 療 被 ば く 低 減 施 設 認 定 を 取

得 さ れ て い る 施 設 が 数 多 く あ る 。 こ れ は 、 県 内 で の 医 療 被 ば く に 関 す る 意 識

が と て も 高 い 事 を 意 味 し 、 撮 影 線 量 の 最 適 化 が 進 ん で い る 証 拠 で も あ る 。 公

益 委 員 会 の 方 々 は 、 県 内 各 施 設 の 撮 影 条 件 を ア ン ケ ー ト 回 収 し て 線 量 調 査 を

さ れ て い る 。 皆 さ ま に も ぜ ひ 、 埼 玉 県 の 医 療 被 ば く 低 減 や 撮 影 線 量 の 最 適 化

に 向 け て ご 協 力 願 え れ ば と 思 う 。  
 講 演 後 は 、 さ い た ま 赤 十 字 病 院 の 施 設 見 学 を さ せ て い た だ い た 。 内 装 は と

て も 綺 麗 で あ り 、 階 段 を 下 り る と 放 射 線 科 フ ロ ア と い う の に は 驚 き ま し た 。

ま た 、 機 器 も 最 新 な も の が 多 く 、 充 実 し た 医 療 を 提 供 で き る 施 設 で あ る こ と

を 改 め て 実 感 し ま し た 。  
 新 病 院 の 施 設 見 学 も 兼 ね て 場 所 を 提 供 し て い た だ い た 、 さ い た ま 赤 十 字 病

院 放 射 線 科 の 方 々 や 公 益 委 員 会 の 方 々 に は 、 こ の 場 を 借 り て 深 く 感 謝 申 し 上

げ ま す 。  
第 2 回 定 期 講 習 会 は 『 救 急 撮 影 』 を テ ー マ に 企 画 し て い ま す の で 、 皆 さ ま

の ご 参 加 を 第 六 支 部 役 員 一 同 お 待 ち し て お り ま す 。  
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第六支部 新役員あいさつ 
 

・ 埼 玉 県 立 小 児 医 療 セ ン タ ー 放 射 線 技 術 部  山 口  明  

 こ の た び 、 埼 玉 県 診 療 放 射 線 技 師 会 第 六 支 部 の 会 長 に 就 任 し ま し た 、 埼 玉

県 立 小 児 医 療 セ ン タ ー の 山 口 で す 。 合 同 勉 強 会 な ど も 含 め 、 多 く の 実 績 を 重

ね て こ ら れ ま し た 高 嶋 前 会 長 の 後 任 と い う こ と で 、 正 直 荷 が 重 い と 感 じ て い

ま す が 、 学 術 担 当 お よ び 副 会 長 で の 経 験 を 生 か し 、 任 期 を 精 一 杯 が ん ば り た

い と 思 っ て い ま す 。 支 部 活 動 の 目 的 は 、講 習 会 等 を 通 し て 多 く の 会 員 と 共 に

成 長 し て い く こ と で 、 地 域 の 医 療 に 貢 献 し て い く こ と だ と 考 え て お り ま す 。

こ れ か ら 2 年 間 の 任 期 の 間 、 皆 さ ま ど う か ご 支 援 ご 協 力 を お 願 い 申 し 上 げ ま

す 。  

 

 

・ 彩 の 国 東 大 宮 メ デ ィ カ ル セ ン タ ー  茂 木  雅 和   

 こ の た び 、 埼 玉 県 診 療 放 射 線 技 師 会 第 六 支 部 の 副 会 長 に 就 任 し た 、 彩 の 国

東 大 宮 メ デ ィ カ ル セ ン タ ー の 茂 木 雅 和 で す 。 今 ま で は 支 部 の 学 術 を メ イ ン の

仕 事 と し て 活 動 し て き ま し た が 、 今 年 度 か ら は 支 部 の 副 会 長 と し て 、 支 部 の

活 動 活 性 化 を 主 と し て 行 動 で き た ら と 考 え て お り ま す 。 不 慣 れ な 点 も 多 々 あ

り ま す が 、 ど う か 支 部 の 皆 さ ま の お 力 添 え を い た だ け た ら 幸 い で す 。 ど う ぞ

よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  

 

 

・ さ い た ま 赤 十 字 病 院  徳 田  光 希  

 昨 年 度 に 引 き 続 き 、 第 六 支 部 の 会 計 を 担 当 さ せ て い た だ き ま す 、 さ い た ま

赤 十 字 病 院 の 徳 田 光 希 と 申 し ま す 。 一 昨 年 か ら 六 支 部 の 役 員 と し て 活 動 に 関

わ ら せ て い た だ い て お り ま す 。 今 年 度 も 支 部 の 発 展 に 貢 献 で き る よ う 精 進 し

て ま い り ま す の で 、 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  

 

 

・ さ い た ま 赤 十 字 病 院  田 中  里 奈   

 今 年 度 よ り 、 第 六 支 部 の 役 員 を 務 め さ せ て い た だ く こ と に な り ま し た 、 さ

い た ま 赤 十 字 病 院 の 田 中 で す 。 支 部 役 員 を や る の は 初 め て な の で 分 か ら な い

こ と や 不 慣 れ な こ と が た く さ ん あ り 、 ご 迷 惑 を お 掛 け す る か と 思 い ま す が 自

分 な り に 頑 張 っ て い き た い と 思 っ て い ま す 。 こ れ か ら よ ろ し く お 願 い 致 し ま

す 。  
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・ 丸 山 記 念 総 合 病 院  木 村  浩 明    

 今 年 度 、 役 員 2 年 目 に な る 丸 山 記 念 総 合 病 院 の 木 村 浩 明 で す 。 昨 年 度 か ら

引 き 続 き 、 学 術 委 員 と し て 、 皆 さ ま の 業 務 に 貢 献 で き る よ う な 企 画 内 容 を 考

え 、第 六 支 部 の 活 性 化 に 努 め て ま い り た い と 思 い ま す 。よ ろ し く お 願 い し ま す 。 

 

 

・ 指 扇 病 院  安 川  絋 平  
 昨 年 度 か ら 第 六 支 部 の 役 員 を 務 め さ せ て い た だ い て い る 、 指 扇 病 院 の 安 川

と 申 し ま す 。 今 年 度 が 2 年 目 と な り ま す が 、 前 年 度 以 上 に 支 部 会 員 の 皆 さ ま

の お 役 に 立 て る よ う に 、頑 張 っ て い き た い と 思 い ま す 。よ ろ し く お 願 い し ま す 。 
 
 

・ 埼 玉 県 立 小 児 医 療 セ ン タ ー  春 日  沙 織  
 今 年 度 も 引 き 続 き 、 第 六 支 部 役 員 を 務 め さ せ て い た だ き ま す 、 埼 玉 県 立 小

児 医 療 セ ン タ ー の 春 日 で す 。 昨 年 度 、 学 術 担 当 と し て 講 習 会 の 企 画 か ら 運 営

ま で 行 い 、 多 く の こ と を 学 ば せ て い た だ き ま し た 。 今 年 度 は 、 昨 年 度 で 学 ん

だ こ と を 生 か し 、 よ り 積 極 的 な 活 動 を 行 っ て い き た い と 思 い ま す の で 、 よ ろ

し く お 願 い 致 し ま す 。  
 
 

・ 上 尾 中 央 総 合 病 院  仲 西  一 真  
 昨 年 度 途 中 か ら 学 術 担 当 と し て 役 員 を 務 め て い る 上 尾 中 央 総 合 病 院 の 仲 西

と 申 し ま す 。 第 六 支 部 施 設 の 皆 さ ま と 定 期 講 習 会 や 学 術 交 流 会 な ど を 通 じ て

交 流 を 持 ち 、 さ ま ざ ま な こ と を 学 び な が ら 第 六 支 部 の 運 営 に 関 わ り た い と 思

い ま す 。 今 後 と も よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
 
 

・ 上 尾 中 央 総 合 病 院  藤 巻  武 義  
 今 年 度 よ り 第 六 支 部 総 務 を 担 当 さ せ て い た だ く こ と に な り ま し た 、上 尾 中 央

総 合 病 院 の 藤 巻 で す 。納 涼 会 や 忘 年 会 な ど 、他 施 設 と の 情 報 交 換 が で き る よ う

に さ ま ざ ま な 企 画 を し て い き た い と 思 い ま す の で よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
 
 

・ 大 宮 中 央 総 合 病 院  鈴 木  雄 貴  
 今 年 度 よ り 第 六 支 部 役 員 の 総 務 を 務 め さ せ て い た だ く こ と に な り ま し た 大

宮 中 央 総 合 病 院 の 鈴 木 雄 貴 で す 。 初 め て 役 員 を 担 当 す る と い う こ と も あ り 、

不 慣 れ で は あ り ま す が 頑 張 り た い と 思 い ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  
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・ 埼 玉 県 立 が ん セ ン タ ー  菅 野  み か り  
 今 年 度 よ り 第 六 支 部 の 編 集 を 担 当 さ せ て い た だ く こ と に な り ま し た 埼 玉 県

立 が ん セ ン タ ー の 菅 野 み か り と 申 し ま す 。 支 部 役 員 を 担 当 す る の は 初 め て な

の で ご 迷 惑 を 多 々 お 掛 け す る と 思 い ま す が 、 2 年 間 自 分 な り に 精 一 杯 務 め さ

せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
 
 

・ JCHO さ い た ま 北 部 医 療 セ ン タ ー  倉 内  克 憲  
昨 年 度 か ら 第 六 支 部 役 員 を 務 め さ せ て い た だ い て い る 、 J C H O さ い た ま 北 部

医 療 セ ン タ ー の 倉 内 克 憲 と 申 し ま す 。 今 年 度 は 昨 年 度 に 引 き 続 き 、 総 務 の 担

当 と 、 新 た に 広 報 の 方 も 兼 任 で 担 当 さ せ て い た だ き ま す 。 精 一 杯 務 め さ せ て

い た だ き ま す の で よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


